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はじめに
地球温暖化に関する報道は､ 2007年の初めから急激に
増えてきている｡温暖化が人類の存在を揺るがしかねない
深刻な問題であるからだ｡このまま温暖化が進めば､ 1､
熱帯､亜熱帯で生物生産性が低下(温暖化が進めば中緯度
でも低下)する｡ 2､多くの水不足な地域で､水資源がさ
らに減少する｡ 3､マラリアなどの伝染感染の危険にさら
される人口が増大する｡ 4､熱中症患者が増大する｡ 5､
強い降水と海面水位上昇により､洪水の危険性が増大する｡
【1】など人間社会への様々な影響が懸念されている｡しかし､
今日､国家間の利害対立が大きく地球規模の取り組みはな
かなか進展しないのが現実である｡
ただ､地球温暖化によって注目されることとなった｢水
不足｣問題であるが､これは今に始まったことではない｡
実際､雨量による水量の影響は日本人なら誰もが経験して
いるし､古今東西､水不足問題は乾燥地帯に住む人々なら
ば日常の悩みでもあり､それを克服することが歴史である
といっても過言ではない｡
そこで､今回は｢水とからだとスポーツ文化｣をテーマ
に論者が続けているフィールドワークの対象国の中からイ
ンドとシリアを取り上げ､古代の人々がどのように｢水｣
と関わってきたかを古代宗教の姿とともに紹介する｡
1､舌代インド
｢沫浴｣
宗教と深い関係をもつ｢水｣を媒介とした人間の行いは､
｢休浴｣である｡休浴は直接的な宗教儀式のひとつとして
考えられ､今日も各国で脈々と続けられているきわめて重
要な人為的行動である｡なかでも､ガンジス河(ガンガー)
の岸辺で老若男女を問わず一心不乱に休浴する姿は有名で
ある｡
古代インドを知るにあたって欠かすことのできない休浴
を論ずるより先に､インドの民族宗教であるヒンドゥー教
について述べなければならない｡インドにおける最古の形
態としての『ヴェ-ダの宗教｣は､インド西北部に侵入し
てきたアーリア人がガンジス河中流域に進出し､農耕生活
をも営みながら部族国家の体制を整え始めた時代に入る
と､祭紀を重視しつつ､きわめて思弁的な性格を持つとい
われる｢バラモン教｣として発展していく｡』 【21
このバラモン教が､従来の非アーリア的宗教(土着宗教)
を巧みに取り込み成立したのがヒンドゥー教であると一般
的には解されている｡この過程において､非アーリア系民
族が当時崇拝していた動物･生物の神や､精霊崇拝･トー
テミズム信仰などが津然一体となりヒンドゥー教を特徴づ
けることになる｡つまり､多神教の誕生である｡
多神教のかたちをとる宗教は､汎神論的な傾向を強くす
るがゆえに､複雑で理解しがたい観念を有すると度々論じ
られるのだが､ヒンドゥー教もその類にもれるものではな
い｡しかし､姿を変える｢化身｣の神秘に満ちた力を持つ
ために万物の神となり得るヴイシュヌ神への尊崇の念や､
リンガ(男根)崇拝と結合しシャクティ(女性力)信仰を
も取り入れたシヴァ神への畏敬は､純粋に非アーリア系民
族の影響を受け継いでいるものである｡
そして､これらの主神を敬う情念は､多神教であるにも
関わらず､絶対神に傾斜する一神教にも似た明快さが底流
に潜んでいると考えられる｡しかも､民衆の心をしっか
りとつかんで離さない神々の存在と､宗教としてのヒン
ドゥー教は､ ｢水｣に対してまさに二重螺旋構造のように
入り組んでおり､どちらか一方を取り上げるだけで把握し
ようとしても無理が生ずるのである｡
そもそも､ヒンドゥーとはインダス河を意味するサンス
クリット語の｢シンドゥ｣に由来する言葉であり､そのシ
ンドゥがアフガニスタンからベルシァへと移動していくう
ちに｢ヒンドゥ｣へと発音を変化させ､それがインドへ逆
輸入されて｢ヒンドゥー｣と呼ばれるようになったのであ
る｡この生い立ちからしてもヒンドゥーと｢水｣との関連
性が物語られているといってよい｡ 【3】
また､先に述べたヴイシュヌ神は世界を創造するにあ
たって蛇やカメの上に乗って現されたり､魚に変身して登
場したと伝えられている｡これはガンジス河流域でも重要
なシンボルとなった蛇信仰(ナ-ガ信仰)と深い繋がりを
浮き出させるものであり､聖なるガンジスさらには｢水｣
との関係を暗示していると読み解ける｡同時に､ヒンドゥー
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教のなかでも大きな位置を占め､絶大なる影響力を誇示し
たシヴァ神については､鎌田東二は､ ｢シヴァ神は､両腕
に蛇を巻いて､頭から水を吹き出し､その水がヒマラヤに
落ち､それが雪になって集まり川となって､それがガンジ
ス川になっている図が､聖地ベナレスの"ガ-ト''と呼ば
れる水あび場に描かれている｣と紹介し､ガンジスにつか
ることは､ヒマラヤに直結し､シヴァ神につながり､そこ
から神の世界へ魂が入っていくと信じられていると解説し
ている｡ 【4】以上のように､古代インドにおいて｢水｣につ
かる行為(休浴)は聖なるものへの接近として捉えられ､
｢水｣のもつ不思議な力を通じて我が身に染み込んだ汚れ
を拭い去る意義深い行いであったのである｡
ここで休浴がもつ意味のひとつが具現されたのである
が､はたして休浴はこのような汚れを流す浄化作用だけを
目的としたのであろうか｡
たしかに､現代でもインドの人々は一般的に日の出の時
にガンジス河などの霊場で休浴することは､特に功徳があ
ると信じている｡また､たとえガンジス河でなくとも毎朝
休浴して神像を礼拝する儀式を行った後に食事をする｡さ
らに､慎んで仕える気持ちを明確にするために､北はド
ヴァ-ラカー､南はベナレス､東はジヤガンナ-ト､西は
ラーメーンヴァラといった東西南北の霊地を巡礼(霊場巡
礼)してまわる行もある｡興味深いことに､その霊場すべ
てに寺院と池(貯水鞄)が設けられ､この池で休浴すると
高い効果が得られるとの考えがあまねく知れわたってい
る｡
この霊場や聖地に据え付けられた池(貯水池)はインド
特有もので､その形状は真四角ないしは長方形である｡こ
の方形をした貯水池を見て思い出されるのは､古代インダ
ス文明を代表する都市｢モヘンジョ-ダロ｣にその威容を
誇るかのごとく横たわる"大浴場"でる｡
古代人の知恵
今日のパキスタンに位置するモヘンジョ-ダロの遺跡に
遺される大浴場は､ア-リヤ人侵入以前から古代インドに
は水浴の習慣があったことを裏付けている｡しかし､論者
は現地調査の結果､この大浴場は近代の｢スイミング･プー
ル｣にも勝るとも劣らないスケールと精巧さをもっている
ことを明らかにした｡ 【5】インドだけにこのような特殊な貯
水池や浴場が作られる理由は､この地を取り巻く風土が大
きく関係しているのである｡
人類は灼熱の太陽の下､暑さに耐えきれなくなると涼を
求めて本能的に水を頭からかぶることもあれば､水の中へ
飛び込んでしまう｡また､多量の汗をかいたままの状態は
衛生上好ましいわけがなく身体のよごれを落とすためには
洗わなければならない｡
つまり､この施設は古代人の生活の知恵によって生み出
された施設であり､それが｢水｣にまつわる神や宗教上の
教えと交じり合うことによって､水浴あるいは休浴が宗教
儀式にまで昇華されたと推考できる｡
以上のように､人類の生活･思考様式を決定づける風土
から休浴を論じていけば､現実的ではあるものの､宗教的
側面から鑑みた場合､神秘のベールに包まれたかのような
現実と非現実の混沌を感ずるのである｡
いかなる理由からこのカオスの様相を里する休浴が悠久
の昔から今日にいたるまで続けられているのかを明らかに
するためには水のもつ性格いわゆる本質を論じなければな
らない｡
｢水｣の根本的要素の代表は､すべての生物を育て､成
長させていける力である｡植物でも動物でも水がなければ
生きてはいけない｡つまり水の持つ``生命力''である｡次に､
水のもつ``浄化力"である｡それは身についたよごれのみ
ならず､精神的な醜さや汚れをもきれいに洗い流してくれ
る神妙な力を意味している｡第三番目は､暑さを凌ぐため
の``清涼感''である｡暑さのために汗が吹き出した時だけ
でなく､心身をリフレッシュさせようとする際にも水は大
いに効果を発揮する｡そして､最後に､水は常に一様の質
を保つ事が可能である｡つまり､いつ･どこでも･だれに
でも平等になり得る力を有していることである｡いわゆる
``均質化力"があるのだ｡この四つの力(本質)は､人類
が思想的にも受け入れられるものであり､休浴誕生に大き
く影響したといえるであろう｡古代インドにおいて､水の
性格を熟知していたがゆえに休浴という特殊な行為が発達
したのである｡
論者のテーマであるところの｢水｣と｢身体｣について
は論じられたものの､ ｢スポーツ｣に関しては古代インド
においては明らかにすることはできなかった｡ただし､予
防医学的な食物摂取の方法や病気療養のための断食､飲酒
の禁止などは当時の健康観を裏付けるものとして挙げられ
よう｡
休浴も身体活動やスポーツには程遠い行動ではあるけれ
ども､心身ともに清浄無垢であるために､毎日水浴びをす
るのは､衛生思想上きわめて有効的な健康維持の方法であ
るとともに､休浴は過酷な自然条件と真っ向から対略し､
いかに生き抜くかを教えてくれる行為でもある｡
2､舌代シリア
パルミラの遺跡
今日､世界動向を読み解くキーワードとして注目を集め
ている中近東｡政治的に暗礁に乗り上げた感のする中近東
諸国であるが､かつては栄耀栄華を誇った歴史をもってい
る｡なかでも､国連平和維持活動(PKO)派遣問題で日
本国内でも注目されたシリアは中近東を代表する国のひと
つだ｡さらに､シリアは｢アフロアジア｣という概念にお
いても重要な国として目が離せない｡
｢アフロアジア｣との呼び名は､ 20年ほど前から中東や
中近東の総称として登場した｡アフロアジアとは､もとも
と語学的概念として捉えられてきたが､それまでオリエン
古代文明の水
トと呼ばれていた地域が歴史的地理的概念で括られ､あま
りに漠然としたものであったために､それに代わるものと
して､より地域的限定を示すこの｢アフロアジア｣ (オリ
エントに対しては古代アフロアジアとする)の呼称を利用
しはじめた経緯がある｡ 【61
古代アフロアジアが占めていた地域は1､ナイル河が育
てたエジプト地域､ 2､地上のどこよりも早く文明が発達
したメソポタミア地域､ 3､南北の狭間で苦悩するシリア･
パレスチナ地域の三地域に分類される｡
そのシリアが今回取り上げる国である｡
シリアには､その質の高さと規模の大きさで訪れた誰も
が庄倒される世界でも有数な遺跡｢パルミラの遺跡｣が昔
の繁栄の名残りをいまに漂わせている｡
紀元前1 0世紀､イスラエルの王ソロモンが､砂漠の都
市｢タデモル｣を建設する｡このタデモルと呼ばれた都市
こそ今日も広大な敷地に無数の遺跡を遺す古代ローマ時代
に大いに栄えた｢パルミラ｣である｡ 【7】
パルミラとは､ギリシャ名で｢なつめやしの木｣を意味
し､いまではその面影すら目にすることはできない砂と土
の地域となっているが､当時､この一帯は緑々とした樹木
が繁茂していたことを語るものであり､樹木が生育できる
だけの充分な水が確保できていた証である｡ここパルミラ
は､東西南北の隊商路が交わる重要な拠点であり､都市誕
生以来､数世紀にもわたっての貿易中継地､さらにはオア
シス都市として繁栄したのであった｡荒れ果てた砂漠に､
ベール神殿をはじめとする壮大なるスケールを誇る建築物
や数百本にものぼる列柱などの建築様式は目を見張るばか
りである｡
精巧な水施設
ここで注目しなければならないのが､列柱の根元を左右
から包み込むように組み込まれ延々と続く｢水道管｣であ
る｡やや丸みを帯びた長さおよそ1m､幅50cmほどの
石灰岩をくり抜き､そこに後部が徐々に細くなっていく素
焼きレンガの管を通し､次々といつ終るともなく延々と繋
いでいく｡ 【8】この方法は､古代ローマ時代の典型的な水
道システムであり､たしかに､この地がローマ帝国の影響
を受けた事実を明らかにしている｡かつて､パルミラの街
に流れ込む全ての水をこの水道管が受け持っていたのであ
る｡延々と続く水道管の所々には､方向の違う水道管が繋
がれ､街の隅々にまで水が行き渡るように工夫がなされて
いる｡さらに､枝葉の水道管がすべて地中に埋められてい
ることから､都市建設にあたり､第一に街全域への水まわ
りを完全にしたうえで建物を建築していたことがうかが
え､水とともに生きる当時の人々の姿が浮き彫りになって
くる｡
そして､これもまたパルミラが古代ローマ帝国に強く影
響された証拠となるのだが､列柱がならぶ道路(列柱道路)
の左右に､縦12,5m､横10m､深さ1,5m (現在は砂に
3
埋もれて1mほどになっている)の浴場が設置されている｡
さほどの大きさではないが､ 16本(現存しているのは縦
4本､横2本のみだが､おそらく四辺とも同数であったろ
うと推測されている)ものコリントス様式の装飾円柱で囲
まれた優雅な造りである｡この浴場だけを見れば当時の生
活がどれだけ豊かであったかを示すものと実感するが､そ
れだけに違和感を覚えるのだ｡
過去に何度も見てきたローマ式浴場は､規模の大小､設
備の良し悪しは仕方がないにしても､水の温度差による3
種類の浴室が必ず備え付けられていたのである｡しかし､
ここパルミラにある浴場は､ただひとつの浴場しか設けら
れていない｡古代ローマ帝国の歴史的背景からしてもこれ
には何らかの意図があると考えるべきである｡つまり､こ
の浴場は､かつての古代ローマ帝国時代に流行した温湯浴
の後に､冷水浴をすることで効果を期待する｢水治療法｣や､
遠路はるばるこの地-やって来た隊商の人々の疲れを癒す
場や社交場としての役割を担うものではなく､別な目的を
もって建築されたと考えられる｡
古代のスイミング･プール
古代ローマ帝国は､その実用主義的思想から古代ギリ
シャのいわゆる哲学的思想に裏づけられた非実用的なス
ポーツを否定し､戦争に赴く軍人に必要な､健康･勇気･
力などを養うための手段となる実用的なスポーツを奨励し
ていた｡ここパルミラは､隊商が頻繁に行きかい､貿易の
重要な十字路である｡異国の実力者が放っておくわけがな
い｡幾度となく激しい戦闘を経験することとなる｡生きる
ためには戦わなければならない宿命を背負ったパルミラの
住民達は､古代ローマ帝国に属する事態となったとしても､
その実用主義的思想に違和感をもつことなく順応できたの
ではなかろうか｡
大砂漠のなかに現在までもその姿をとどめる頑強で優雅
な浴場は､戦闘のために訓練を欠かさなかった格闘技と同
様､より実践的な水の中での身体活動､いわゆる｢泳ぎ｣
の訓練､あるいは戦闘に必要な水中動作を身につけるため
に使用されたと考えられないだろうか｡もちろん､戦闘で
疲れた兵士を癒す役目も担っていたであろうし､負傷した
兵士のリハビリテーションにも使用されたかもしれない｡
つまり､この施設はあくまでも戦闘に従事する兵士のため
のものであって､古代ローマの各都市で見られるような庶
民のための浴場ではなかったということである｡
まとめ
本論では､古代インドと古代シリアの大都市パルミラを
取り上げて古代の人々がいかに水と関わってきたかを紹介
した｡古代インドの人々は､自然界で見た世界つまり､生
と死､光と闇､それとは逆に見ることのできない霊的な力
を心で読み取り､宗教的な文化､重厚な哲学を生み出し､
内面の精神の向上を目指した｡そして､最後に行き着いた
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究極の道のひとつが､ ｢宇宙｣の表現､ ｢宇宙｣の生命とし
ての｢水｣への信仰である｡古代シリアでは大都市パルミ
ラでの｢水｣を取り込むための工夫や建築様式は､古代ロー
マ帝国の影響そのままであり､ ｢水にまつわるスポーツ｣
においても､それを単なる遊びや余暇として捉えるのでは
なく､より実践的な側面を重視するローマ的解釈のもとで
行われていたことが鮮明になった｡
現在､地球温暖化による｢水不足｣が叫ばれている｡本
論でも論じたが､人類は生きるために水を確保しようと血
のにじむような努力をしてきたのだ｡フィールドワークで
いつも思うことは､水が無くなったそのとき文明は終止符
を打つということである｡
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